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without with without with 
A 3% 5% 低い 同じ 
B 3% 7% 低い 高い 
C 5% 7% 同じ 高い 
D 3% 4% 低い やや低い 
E 4% 5% 低い 同じ 
F 92 人 90 人 多い 同じ 
G 92 人 88 人 多い 少ない 
H 91 人 90 人 多い 同じ 















年間約 12 万件発生しています。これは人口 10 万人あたり年間 95 件くらいの頻度です。心肺停止
で救急搬送された人が 1 か月後も生きているケースは約 5％となっているのですが、救急車の到着
や病院への搬送に時間がかかるほど、生存の確率は下がってしまいます。仮に、あなたの地域は、





































ここで、 iwtp はサンプルiの支払い意思額、 は定数項、 ix は個人属性や地域での取り組み状
況、地域への意識などを示す変数ベクトル（詳細は表 5 を参照）、 iy はアンケート票に示された救
命率向上に関するスコープを示すダミー変数から成る変数ベクトル（詳細は表 2 を参照）であり、
 、はパラメータベクトル、 i は平均ゼロ、分散 2 の正規分布に従うランダム項である。式(1)




これに対応するため、 iy  の項を加えている。また、本研究にて対象としている救急医療の充実に
よる効用の上昇は、地域住民の救命率の向上によってもたらされる利他的な効用の上昇であること
から、この大きさは、個人属性や地域での取り組みへの参加状況、地域への意識などの影響を受け






必要がある。そこで、Cameron and Huppert[15]が支払いカード方式によるCVMに用いたgrouped 
data regression modelを適用する。 
アンケートにおける提示金額を小さい順に 1 2 3 9 10, , , ,t t t t t   とする。また、 0 0t  、 11t   と
する。サンプルiの支払い意思額が 1jt  と jt の間の区間に収まる確率は、式(2)で表される。ただし、
1, 2,3, ,11j   である。 
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変数 パラメータ Z値 
定数項 6.57451 *** 76.3 
ケースB -0.00959    -0.08 
ケースC 0.05893    0.5 
ケースD 0.13136    1.09 
ケースE 0.07710    0.64 
ケースF 0.07981    0.67 
ケースG 0.00421    0.04 
ケースH 0.06424    0.54 






















変数 パラメータ Z値 
定数項 6.62633 *** 223.07 































































































ケース B からケース H の各ダミー変数を含めたモデルと除外したモデルの双方を分析したとこ






パラメータ Z値 パラメータ Z値 
定数項 5.95851 *** 41.81 5.97396 *** 48.77 
男性 0.06448  1.09 0.06572  1.11 
30歳代 -0.01368  -0.13 -0.01281  -0.13 
40歳代 0.05386  0.51 0.05471  0.52 
50歳代 0.32977 *** 2.96 0.32838 *** 2.95 
60歳代 0.42316 *** 3.72 0.42188 *** 3.71 
居住年数 -0.00249  -1.12 -0.00246  -1.11 
配偶者有 -0.09609  -1.31 -0.09272  -1.27 
子供有 -0.09389  -1.35 -0.09753  -1.41 
介護有 -0.07984  -0.9 -0.07619  -0.86 
搬送有 0.22877  1.35 0.22671  1.34 
log10地域人口 0.03360  1.46 0.03393  1.48 
高所得 0.35665 *** 5.63 0.35616 *** 5.64 
救命経験 0.12982  0.68 0.13069  0.68 
実習経験 0.10465 * 1.70 0.10641 * 1.73 
挨拶 0.03602  0.55 0.03575  0.54 
イベント 0.02339  0.28 0.02270  0.27 
地方選挙 0.05744  0.87 0.05754  0.87 




防災 -0.04631  -0.39 -0.04775  -0.41 
清掃美化 -0.05974  -0.62 -0.05793  -0.60 
交通安全 -0.00514  -0.03 -0.00410  -0.02 
PTA 0.13117  1.05 0.13033  1.04 
弱者介助 0.16444  1.01 0.16432  1.01 
スポーツ 0.26170 ** 2.15 0.25585 ** 2.11 
芸術文化 -0.10161  -0.67 -0.09327  -0.62 
まちづくり 0.37984 ** 2.34 0.37964 ** 2.34 
ボランティア 0.16168  1.19 0.15860  1.17 
情報発信 -0.16585  -1.07 -0.16079  -1.04 
情報収集 0.01025  0.13 0.01212  0.15 
頼り（地域） 0.10664  1.38 0.10837  1.41 
治安 0.09318  1.50 0.09743  1.57 
居住 0.15337 ** 2.31 0.15183 ** 2.29 
誇り 0.04028  0.40 0.03658  0.36 
場所 0.16642 ** 2.25 0.16782 ** 2.27 
信頼（行政） -0.02458  -0.22 -0.02552  -0.22 
活気 -0.16424  -1.47 -0.15963  -1.43 
愛着 0.10705  1.46 0.10782  1.47 
ケースB -0.02213  -0.19 ―  ― 
ケースC 0.02285  0.20 ―  ― 
ケースD 0.04859  0.42 ―  ― 
ケースE 0.04257  0.37 ―  ― 
ケースF 0.08566  0.75 ―  ― 
ケースG -0.02257  -0.20 ―  ― 
ケースH 0.00627  0.05 ―  ― 
σ(εの標準偏差) 1.15664 *** 56.50 1.15715 *** 56.50 
サンプル数 1,742 1,742 
c-AIC 6693.2 6680.8 
対数尤度 -3300.6 -3301.4 
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